
摘

録

0

簡
弥
禦
丁

伊
吹
山
頂
に
て
観
測
し
た
セ
y
I
｡
エ
ル
モ

ス

火

に

就

て

磁
朗

牌
施
政
月

報
掛
峰
村
邦

彦
税

印
侠
肝

昭
利
二
咋
二
月

七
京
間
版

7
焚
付

大
正
十
五
年
十

一
月
二
十
六
日
'
十
二
月
八
日
及
十

7
日
の
在
セ

ン

ト

｡
エ
ル
宅
の
怪
火
(S
t.
E
lm
o
's
F
ire)
が
伊
吹
山
頂
(悔
披

一
三
七

洗
米
)
の

槻
測
什
風
力
計
.甜
砧
で
粗
測
さ

れ

た
｡
セ
ン
ト
呈

ル
宅
の
怪

で

凪
榊
の
瞭
柑
g･他
職
の
先
輪
か
ら
放
す
る
火
花
で
人
間
の
指
鞠
髭
米

韓
か
ら
-
孜
す
る
=
と
が
め
る
O
節

7
回
の
ほ
十

7
月
二
十
六
日
二
十

7
時
享
丁
分
LS
か
ら
約

7
時
糊
に
立
っ
て
袈
ほ
れ
た
も
の
で
;:;=
峠
の
駄

象
は
範
組
永
部
下
三
鑑
三
'
風
向
北
々
四
､
風
力
九
八
卑
ん
､
曜
薪
で

陣
密
殺
中
で
あ
っ
た
､
怪
光
に
風
力
計
の
脚
脚
､
凪
侶

非
の
始
端
､
迎

珊
針
の
上
部
､
口
岬

計
の
上
部
韓
に
宛
鉛
ア
セ
チ
-
ソ
瓦
斯
の
加
斗
･r軸

き
北
約
五
粥
立
上
り
相
接
き
雅
瀧
誉

干
し
た
.
叉
手

に
持
っ
た
賊
の
火

笹
み
･11約
-
苑
L
;げ
描
誌
上
Li砿
立
す
れ
ば
共
始
端
に
出
現
す
る
O
セ
ン

ト
d
エ
〃
モ
火
に
は
二
相
め
っ
て

叫
は
長
-

(
7
削
乃
宝
約
六
桝
)
赤

色
で

火

花

の
展
開
す
る
朔
蛇
大
き
-
九
十
庇
に
至
る
こ
と
が
あ
る
.

1

は
総
-
(
山
桝
以
内
)
乾
色
で
其
鵬
紺
の
角
皮
が
小
ru
-
凹
十
五
庇
以
内

で
あ
る
O
印
し
て
陽
…他
端
の
放
出
す
る
岬
は
前
の
重
き
火
花
払
放
し
､

陰
電
気
の
放
出
す
る
と
き
比
後
の
粍
い
火
花
み
数
す
る
｡
又
冬
季
夙
馨

摘

錬

の
際
に
は
除
純
の
セ
ノ
ー
沈

〃

屯
火
多
-
京
率
甜
附
や
早
手
の
際
に
_

陽
性
の
も
の
多
い
と
云
ふ
こ

と

で
あ
る
｡
放
髄
の
際
に
於
け
る
穏
筑
敦

に
概
し
て
少
な
-
平
均

7
年
分
光
の
米
田
に
約

一
ア
i
ぺ
-
ア
の
唱
髄

が
あ
る
と
い
ふ
O
=
れ
に
よ
る
と
伊
吹
山
g:f月
の
も
の
は
低
能
鼠
の
放
寵

に
ょ
つ
た
も
の
で
あ
る
O
節
二
回
は
十
二
月
八
日
二
十

1
時
三
十
分
L･i

り
約

1
時
問
p
解
三
回
の
ほ
同
月
十

7
日
十
八
時
五
十
分
よ
り
二
十

7

時
三
十
分
に
至
る
二
時
川
川
十
分
で
あ
っ
た
｡
火
の
色
彩
は
蘭
藍
色
で

火
焔
の
松
元

Z
別
辞
の
ほ
少
し
稚
い
紫
色
私
珊
び
､
火
焔
の
長
さ
は
刈

上
物
髄
の
形
態
に
よ
っ
て
長
粒
が
あ
っ
て
職
も
長
-
発
達
し
た
も
の
で

長
さ
約
四
批
正
で
あ
っ
た
o
火
の
形
に
主
と
し
て
地
上
物
雌
の
形
態
は

挿
々
に
挺
る
が
概
ね
地
上
物
髄
の
尖
端
叉
は
角
立
っ
た
虚
に
そ
の
煩
は

過
-
且
肝
斑
で
あ
る
.
夙
倍
辞
上
に
現
ほ
れ
た
も
の
は
政
も
光
-
雅
兄

L
帆
倍
非
の
矢
羽
根
､
蛋
錘
梓
及
び
煎
叱
剛
の
尖
端
に
於
て
刷
手
形
に

敬
光
し
又
そ
の
上

肩

7
櫛
に
紳
稚

い
雛
状
の
光
私
放
つ
t･J肘
る
O
過
絹

針
上
に
現
ほ
れ
た
も
の
は
煩
の
長
さ
約
四
削
託
に
也
L
i
l｡
ロ
ビ
ン
ソ

ン
形
風
力
計
の
上
に
現
出
し
た
も
の
は
帆
杯
の
凪
に
ょ
る
姐
樽
に
従
か

鞘
い
火
の
輪
が
出
水
て
鵡
組
み
最
L
ii
u
屯
糸
魂
の
附
子
み
託
つ
i:
人

攻
上
にこ
き
へ
現
ほ
れ
た
が
O
別
に
l&仙
気
の

身
弥
谷
由
る
棟
な
感
じ
も
な

か
っ
た
｡
員
翰
枠
私
政
文
し
た
場
命
は
焔
が
長
く
鮮
腿
で
柵
の
時

は
兜

-
て
弱
い
､
竹
棒
で
は
光
が
弱
-
煩
は
隔
庶
-
て
知
い
｡

解
三
回
日
の
十

7
日
の
筏
に
は
セ
ン
ト
･
エ
ル
モ
火
の
現
ほ
れ
て
厨
る

時
に
狸
す
る
骨
砂
み
開
い
た
'
そ
れ

は
睡
め
て

纏
い
シ
イ
ー
ヒ
チ
riJ
チ

と
云
ふ
骨
で
静
か
に
せ
れ
ば
暴
風
附
の
駈
常
に
妨
げ
ら
れ

て
聞
き
取
り

)
宣

七
7



地

描

筋
I
八
番

耗
い
程
の
低
音
で
あ
る
｡
火
焔

は
一
定
の
兜
力
み
保
た
な
い
で
風
力
の
一

弧
弱
に
従
っ
て
別
紙
す
る
凪
が

狙
-
米
や
車
も
盛
に
唯
与
つ
け
て
氷
る

時
は
鮮
明
に
現
出
し
､
凪
が
弱
-
.E%
雷

の
迅
撃
が
粥
-
な
る
-
光
は
諏

ら
k
,或
は
金
-
見

え
な
-
な
る
｡

セ
リ
ト
･
エ
〃
モ
火
権
現
常
時
の
紙
数
状
況
は
三
内
と
-
克
-
似
よ

っ
て
屠

る
O

風

向

に
北
西
叉
は
北
々
四
で
夙
純
度
は
九

凱ノ佃
八
力
至
十

三
相
克

的
の
疾
親
風
が
吹
き
等
を
飛
ば
し
磯
罪
に
閉
さ

れ射
組
に
永
鮎

以
下
の
夜
で
あ
る
0
叉
三
相
と
も
田
高
光
低
の
窺
凝
配
紀
で
あ
っ
た
O

十
二
月
十

1
日
に
は
山
恋
(林
照
)
拙
測
所
の
風
力
苑
で
も
松
い
セ
リ

-

･
H
ル
モ
火
の
現
象
が
料
娯
さ
れ
た
｡
即
ち
十
九
時
五
十
分
か
ら

約

十
分
附

凪

侶
辞
の
典
端
に
紫
の
光
み
遠
-
か
ら
見
た
位
の
和
紀
の
が
現

ほ
れ
た
O
(N
)

0
大
谷
適
雄
畠
山
論
の
兜
的
督
見

米
持
串
滞
空

仙
六
月
雄

構
造
地
質
串
の
開
肌
は
N
iko
tau
s
S
tew.(
1
638
I
L
68
7
JIT
抹
人
で

あ
る
､
伊
太
利
の
ト
ス
カ
ナ
地
方
み
耶
究
し
て

故
山
現
象
私
論
iJ
'
地

質
蝉
の
糊
料
は

A
b
lah
am

g
o
tto
.b
w
ern
e
r(1
7
49-
)817
)
で
岩
ポ

永
成
諭
私
と
き
之

に
封
L
Jam
es
H
u
tt
on
(i726I
1767)
の
火
成

輪
が
め
る
'
次
に

C
o
u
v
ie
r
の
天
挺
地
舶
批

(tTJ39-
)832)
が
あ
る

こ
れ
に
射
し
て

C
h
artes
ly
etl
()
7
97-
1
875
)
が

P
rirLCip
tes
o
f

G
e
Dleg
y
か
巻

い
て
現

･LH諭
A
ktualOsmu
s
み
主
張
,L
､
茶
に

7
舷

的

地野
鶴
的
桝
兜
の
新
時
期
か
糊

か
れ
た
o
英
銀
放
出
甘
中
間
に
大
助

三
期
が
あ
る
｡

妨

]
期
は
十
九
世
紀
の
申
雛
約
五
十
年
問
､
節
二
期
は
十
九
世
紀

から

第
二
離

丁笛

七
二

二
十
世
紀
℃
跨
っ
て
¢
五
十
中
間
､
銭
こ
二
期
は
現
代
で
あ
る
'

7
八
二

二
年

S
u
ess(1∞
3
1-
19
14
)
の
猫
背

A
n
tilz
d
e
E
‥d
e
L
が
川
て
節

二
期

に
入
る
､
其

以
前
の
餌

丁
期
に
は
多
-
の
串
説
か
あ
る
が
之
NAI
二

大
別
L
Y
'

T
は
地
下
の
岩
非
に
多
分
の
役
割
か
桝
ぜ
し
む
る
-
の
で

塑

Tは
地
球
の
収
納
h.1議

定
し
て
=
れ
に
構
造
カ
の
不
抑
加
東

め
る
も

の
で
あ
る
O

接
収
静
は
納
希
で

B
u
ch

が
主
唱
し
た
が
'
北
森

級
数

の
た
め
に
其
勢
力
み
炎
つ
た
が
､
現
代
'1
帯
び
其
勢
力
か
州
税
L
Y
ゐ

る
0

隆
起
訟
放
北
定

紋
の
-
.
の
み

1
紙
し
て
岩
強
談

M
品
m
atiscb
e
T
㌣

eo
rie
と
い
び
'
其
の
取
は
岩
雄
が
地
殻
の
中
'1
米
人
す
る
と
'
北
藤

が
あ
る
カ
の
倒
-
地
坪
(山
脈
)
と
な
る
｡
即
山
脈
は
岩
娘
の
括
批
す
る

地
坪
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
A
m
p
fere.
A
n
d
rc
e
,D
a
cq
u
e,
S
ch
.

w
in
n
er,W
･
P
e
n
ck
,
K
o
ssm
at
等
の
考

で

あ
る
｡
l
八
四
六
年

D
a
･

na
(I
Si
∽-
1
8
95)は
P
erm
anenz
d
e
r
K
o
n
tin
e
n
te
u
n
d
O
2;C
ane

大
陸

大
洋
?
永
存
か
哨
へ
た
｡
之

は

椛
上

で
静
々
の
視
察
す
る
梅

成
層

は
何
れ
も
洩
晦
の
柵
荷
物
で
､
米
だ
曾
て
大
洋
碓
虚
の
鞭
械
物
み
認
め

な
い
と
い
ふ
邸
米
か
ら
出
数
し
た
が

其
内
容
は
次
節
に
充
填
さ
れ
今
日

で
は
或
限
鼎
で
は
lg
L
い
も
の
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
,C･
｡

次
に
収
縮
紀

K
o
n
trak
t…O
ns
th
e
orieは
現
代
で
は
勢
和
炎
つ
た
が
.

H
eim
,
S
tille)
S
.ndeT,
K
ober
串
も
最
重

石
つ
て
ゐ
る
株
に
完
全

に
打
壊

さ
れ
た
の
で
は
な
い
｡
こ
の
際
の
別
唱
額
に
R
.D
e
scarte
sで

あ
る
が

S
u
ess
に
ょ
つ
で
大
成
さ
れ
叔
妃
的
甘
年
間

の痕
二
期
に
括

解
し
た
蘭
撰
敵
中
の
.日
脚
で
あ
る
O
汐
ウ
ス
ほ
牧
約
配
に
立
脚
し
て
地



械
食
蝕
に
亙
っ
て
給
紙
的
な
龍
明
み
し
た
｡

同
時
に

H
eim

は
ス

イ

ス
に
於
て
ア
ル
プ
ス
の
地
組
榊
近
松
研
究
し
て
､
神
仙
山
脈
形
成
の

機

巧

に
つ
い
て
珊
嬰
な
約
兆
hAI柑
て
'
銘
々
汐
ウ
ス
の
訟
似
鵜
か
ら
し
さ

払
将
し
て
か
つ
た
｡
.I,h
ウ
ス
の
地
州
諭
に
測
蚊
さ
れ
た
多
-
の
撰
歌
の

中
収
納
散
り
中
に
'
凹

,L_t｡
概
説
と
八
田
恨
散
が
み
る
､
=
れ
は
地
球
金

蝕
と
し
て
そ
の
.形
か
考

へ
る
準
じ
7
八
七
三
舛
グ
-
1
ソ
が
抱
咽
し
叔

氾

A
r]d
t
が
此
祝
か
交
付
し
て
ゐ
る
0
次
に

7
八
八
五
年
に
は

R
ey
er
は
紛
糾
認

g
leith
eo
rie
払
出
し
､
放
射

的
71
出
し
た
裂
碑
が

吊
皮
苑
払
出
C
地
厨
は
共
析
で
附
激
し
､
神
仙
又

は
迩
粗
相
州
が
川
氷
る
と
給
L
)､

7
八
八
六
韓
に
は

M

.R
ead
e
が

T
h
erm
isch
e
H
y
p
.
th
ese

地
熱
歌
,!
紐
て
ゝ
山
脈

のF成
関わ
地

下

岩
石
の
膨
脹
に
求
め
た
0

7
九
〇
三
年
に
は
R
ic
h
th
o
feu
()
∞33
-

1
9
05)
が

Z
e
rru
n
g
sb
o
g
en
曳
裂
轡
と
い
ふ
考
か
湘
:;==:の
血
形
柵
戊

に

つ
い
て
歌
い
L
iが
.
我
小
川
博
iiは
反
射
さ
れ
た
､

7
九
〇
七
年
に
は

P
ick
e
rin
g

の
月
舵
分
離
訟

M
o
n
d
a
ftiisu
n
g
sh
y
p
o
th
ese
が
川
た

紋
は
月
他
の
誕
故
地
は
太
平
洋
だ

-
いふ
の

で
あ
る
｡
以
上
は

何
れ
も

地
殻
の
収
鮒
と
い
ふ
こ
と
払
拭
礎
に
し
て
#
.
か
れ
た
も

の
で
あ
る
O

柄
柵
神
仙
訟

D
eck
en
teh
re
は

最
初
は
塗
恕
に
過

ぎ
な
い
も
の
で
め

っ
た
が
今
日
で
は
梢
近
地
餌
単
の
金
地
9
池
少
な
放
け
Ll
も
り
で
､

一

八
五
〇
舛
ア
ル
プ
ス
に
対
し
て

L
in
th

が
仰
滞
在
下
し
て
の
ち
'

7

八
九
三
-

7
九
〇
二
元

の
川
に

デ
タ
ケ
ンの
構
法
が
各
地
-こ
見
出
ru
れ

研
究
さ
れ
る
こ
-
ゝ
な
り
'
同
峰
に
地

難
柵
鑑
と
同
株
に
確
多
の
関
脇

も
挽
超
し
た
も
の
で

あ
る
｡

捕

鯨

攻
に
地
殻
中
桁
#_

iso
stasie
が

陣
地
託
の
佃
に
也
tn
た
､

A
iry
及

P
ratt
が

T
八
五
五
舛
ヒ
マ
ラ

ヤ
前
地
の
琉
力
舶
骨
の
介
祁
T1
つ
いて

刑

場

し
た
も
り
で
'

7
八
八
九
年
に

D
u
tto
n

が
英
銘
な
つ
け
た
今

日
は
地
質
構
造
上
の
仰
相
に
は
火
に
茄
嬰

縦
さ
れ
る
揖
散
と
な
っ
て
き

た
O
か
-
て
地
位
中
村
雛
と
地
球
収
縮
#.
が
漸
止
し
て
ゐ
る
川
に

1
九

〇

六

年
に
O
.
軒
P
p
fe
re
r
は
地
下
嫌
伽
散
布
咽
へ

A
n
d
ree
は

1
九

丁
四
年
に
東
に

1
妨
放
出
ぜ
し
め
た
が
'
い
づ
れ
も
山

脈
の
教
企
み
再

び
山方
牧
的
現
象
に
併
し
LI
の
で
過
去
の
ア
ッ
プ
に
躍
っ
た
形
で
あ
る
｡

次
に

∵
九
一
二
年
に

W
eg
en
e
r

の
大
陸
経
路
.?.

.K
o
n
tin
ental
v
erscI

h
ieb
u
n
g
sth
eo
lie
が
出
版
さ
れ
'
今
日
で
は
7
4
プ
フ

エ
レ
か
さ
へ

･E
･:灸の
地
下
統
剃
散
在
放
下
し
て
､
こ
の
歌
に
加
伯
｡し
て
ゐ
る
､
し

か

し
地
封
柿
地山
の
見
地
か
ら
反
射
が
可
な
り
多

い
'
北
反

射
静
密
は

D
▲

ie
n
er,
S
o
e
rg
et,
K
o
SSn
a
t.
T
a
w
o
rsk
i
称
で
あ
る
｡

次に
地
向
斜

速
移
設

G
e
o
sy
u
k
tina
lw
a
n
d
e
ru
n
g
st.Lte
O
ri3

と
い

ふ
の
が
あ
る
'
こ
の
地

向
斜
と

い
ふ
評
は

7
八
七
三
年
l1
ダ

ー
ナ
が
初

め
て
作
-
つ
た
の
で
あ
っ
て
､
向
斜
は

T
九
〇
〇
年

E
.
H
a
ng
が
創

唱
L

K
o
b
e
r,
G
rab
a
u
等
が
之
も
粕
淑
し
た
｡
グ

ラ

肘
中
は

山
九

1
九
叩
大
内
御
厨
の
迷
路
と
し
て
地
向
斜
散
在
主

服
し
Lio
即
あ
る
地

向
斜
が
或
出
両
州
にこ
神
仙III
や

,1
け
て
山
脈
ね
形
成
す
る
と
今
庇
は
迎
Li

そ
れ
造
そ
の
地
向
斜
に
物
質
在
供
給
し
て
ゐ
た
山
地
が
地
向
斜
と
な
っ

て
'地
向
斜
は
他
出
と
北
ハ
に
迷
っ
て
呼
-
と
放
い
た
｡
同
iJ
ぢ
へ
で

N
1

6芹
e
}H
a
m
ta
n
n
S
は
大
鵬
と
云
ふ
も
の
代
地
何
針
LIgリ
成
形
rJ
れ

た

l
監

七
三



地

球

節
八
令

山
脈
か
加

へ
て
北
ハ耐
琉
私
地
史
と
北
ハ
に
相
加
す
る
と
い
ふ
｡
こ
の
後
の

ガ
は
和
曲
的
逝
紀
で
あ
る
･.
放
校
に

T
九
二

丁
年
t

K
o
b
el
は
オ
ロ

ダ
ン
討
私
の
べ

f
九
二
三
年

C
h
a
m
b
e
rlin

は
典
批

祝
私と
き

7
九

二
四

年
に

J
o
!
Yは
ラ
ヂ
ウ
ム
熱

相
談
7九
二
六
年

E
･H
a
arm
an
n
ド

授
動
放
心
の

べ

た
0
,
,のヨー
ベ
ル
以
下
は
叔
妃
の

｢
地
球

｣や
｢地
比

率
評
論

j
に
抑
出
納
介
さ
れ

て
ゐ

る

か
ら
誠
額
は
こ
れ
に
よ
っ
て
洗
石

火
額
在
銘
如
し
柑
ら
る
1
と
信
ず
る
｡
(
F
)
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M

壬

●
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圭
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新
著
紹
骨
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一､一
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1

0

朝

鮮

経
済
地固

朝
鮮
組
脊
鮮
概
描
崩

昭
和
二
咋
先
月

縮

尺
宵
五
十
鵜
分

7

本
樹
?
王
班

別

は

郡

外

､

蛾
造

粒
路
及
英
米
成
純
な
描
け
る
朝
鮮
地

尉
止
に
=3
鐙
､寓
鐙
'銃
床
､
水
産
TSJ示
し
た
も
の
で
あ
る
O
林
産
と
し

て
ほ
朝
鮮
余
部
.1
亙
っ
て
常
総
私
有
す
る
財
布
婆
布
林
の
分
布
私
紋
包

み
以
て
淡
は
し
て
あ
る
O
虎
虎
及
軍

作
は
赤
色
の
枠
内
に
胸
利
払
以
て

L
t
共
の
和
軌
は
米
､
妙
.
小
穿
､
架
'
朔
静
､
玉
封
黍
､
稿
鈴
耕
'

大
玉
'
些

且
､
撃
且
､
甜
端
､
発
草
､
柁
柳
､
細
､
潤
､
神
託
､
欠
航

苧
腕
､
牌
､
雌
塔
'
人
参
t
Ej
J斑
'
来
､
柿
､
串
火
､
和
鞘
､
帆
韓
で

商
館
と
し
て
作
中
､
椙
､
豚
'
牛
皮
が
騨
げ
ら
れ
て
放
る
O
即
ち
地
等

の
練
物
の
東
誹
緯
地
私

丁
兄
し
て
鍵
ふ
こ
と
が
出
氷
る
｡
助
産
申
茨
目

は
純
色
,付
以
て
共
の
院
域
TfJ示
し
て
於
る
が
こ
れ
は

7
舷
に
解
除
以
上

に
蛸
-
鴇
色
さ
れ
て
居
る
｡
伽
の
銀
産
物
は
赤
現
に
糾
物
痛
の
鎖
串
払

以
て
].&
し
て
か
ろ
Q
共
の
種
朗
は
企
､
鎚
､
銅
､
銭
､
駁
紛
､
水
鉛
､

節

二
溌

蒜

六

七
凹

批
銀
盤
頚
庵

で
あ
っ
て
'

現
に
躍
上
の
拙
槻
に
的
偶
も
持
た
ぬ
砧
抄
は

省
か
れ
て
居

る
｡
水
放
け
沿
海
.1
渋
色
の
弦
中
に
練
物
名
も
記
し
､
其

の
秤
籾
は
鮒
､
蛸
､
桝
大
漁
､
組
'
･-1
兜
､
火
爪
'
ま
筋
魚
'
鱗
､
紺

鮮
'
勉
､
石
常
軌
､
肺
､
鮎
､
鮒
､
加
､
鯨
､
捻
畑
'
蝦
'
梅
山
'
組

姉
婿
､
汐
吹
､
石
花
水
､
栂
轟
､
梅
軒
､
串
で
あ
る
0
本
柳
谷
以
て
朝

鮮
物
産
の
分
和
と
其
の
比
設
及
汲
先
枇
追
録
と
の
陥
係
と
払
明
亮
に
知

る
こ
と
が
川
氷
る
｡
猶
は
本
紺
に
は
傍
紺
と
し
て
各
三
宮
鵜
舟

t
の
人

口
密
庇
､
5.2)
路
'
耐
蕊
､
氾
庇
､
高
庇
及
水
力
の
分
布
問
も
掲
げ
獅
欧

既
述
終
安
城
闘
わ
添
(
て
併
る
O
就
中
高

庇
水
力
脚
は
繰
上
の
起
伏
和

暦
級
脚
で
示
し
泊
叫
の
.'gS
比
和
と
こ
が
す
-
北
ハ
に
水
力
71
は
所
謂
自
…次
た

る
河
流
の
磁
力
の
外
､
抑
謂
藍
淡
で
あ
る
桝
汐
の
叔
大
潮
升
か
こ
訳
し
.)J

ゐ
る
｡
之
に
依
っ
て
見

る
と
流
浪
迫
の
田
梓
は
其
の
主
朝
部
で
あ
る
0

叉
.E3
庇
分
布
樹
は

7
度

耽
4
Jの
も
の
で
あ
る
組
め
LI6-
地
形
に

1
致
し

て
放
る
の
が
剣
か
る
｡
之
な
..*

す
る
に
本
樹
は
朝
鮮
地
現
車
上
越
だ
主

要
な

T
資
料
で
あ
る
｡
(N
)

0
秋

田

願

の
自

然

地

理

柴

的
良
1
航

空

ハ
列

三

五
五

文
献

日
銀
大
京

尉
版

三

秋
的
竹
輪
山
塊
ノ
口
外
張
新

町
は
か
り
や
印
刷
所
改
行

先
供
金
宝
凪

仰
勝
地
桃
が
続
々
と
し
て
数
行
さ
れ
て
ゆ
-
が
､
共
の
ど
れ
も
が
各

輿
の
呼
似
み
搾

っ
て
解
る
こ
と
は
野
白
い
こ
と
で
あ
る
∪
本
番
は
郷
土

地
税
教
授
と
秋
川
帖
地
伽
研
究
と
の
資
料
に
供
す
る
錨
め

に
綱
越
さ
れ

た
も
の
で
'
･;
銀
地
秋
和
地
形
拙
搬
'地
形
の
嶋
田
及
び
地
質
､
気
象
､

地

物
地
SJ
の
川
串
71
分
ち
て
詑
即
さ
れ
て
放
る
｡
就
中
本
fLI
の
,.玉
紫
郎


